
（別紙３）

～ ２０２５年　１２月　１９日

（対象者数） 17 （回答者数） 16

～ ２０２５年　１２月　２５日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
指導員の意識やプログラム内容の底上げのための研修を行い
子供へのかかわり方がより適切にできるように努めます。

2
子どもたちを通じて保護者との関わりをより深めるため、親
子プログラムなどで保護者にとっても楽しく安心できる場所
だと感じてもらえるよう努力します。

3
多くの体験が積み重なっていき、自身の力になっていくよう
にそれぞれに合った関わりを根気強くしていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
それぞれの家庭のニーズに合わせる努力はしながらも毎日の
積み重ねの大切さも伝えていく。

2
体験会を定期的に行っていきます。
見学・体験フォームの活用により申し込みやすいようにして
います。

3

○事業所名 神戸ＹＭＣＡタンポポくらぶ

○保護者評価実施期間 ２０２５年　１１月　１３日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　１２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２６年　１月　５日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

毎日の通所の大切さを伝えきれていない
週5日の利用と園や保育所、他の事業所との併用利用の受け入
れのバランスが課題です。

広報の仕方
引き続きホームページやSNSの充実を図り、より多くの人に
タンポポくらぶを知ってもらうことが課題です。

体育プログラムの充実
子どもたち一人一人に合わせた設定や補助など、細かく対応し
ています。

保護者との信頼関係
保護者の悩みに寄り添い助言することや、ともに考える機会を
を意識し、、安心して過ごせる場所として関わりを深めていく
事を大切にしています。

身辺自立のサポート

自立心育て、できることが増えることを共に喜びます。
体づくりだけ、言葉だけと分けてしまわず、保育生活を通じて
全てを底上げし、自身で考える力をはぐくむ支援を行っていま
す。

事業所における自己評価総括表公表


